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【要  旨】  
世界で食物アレルギー有病率が増加するなかで、ビタミン D3欠乏状態と食物
アレルギーの発症率が関連することが明らかになってきた。本研究では、ビタ
ミン D3 (コレカルシフェロール ) の摂取が食物アレルギーにどのように影響す
るかモデルマウスを用いて検討した。  
アレルゲンとして  ovalbumin (OVA) を用いて作製した食物アレルギーモデル
マウスでは、臨床症状である下痢の発症とともに血清中の  immunoglobulin E  
(IgE) の濃度上昇、および脾臓や腸間膜リンパ節における  Th2 サイトカイン  
(interleukin-4, -5, -13) の産生能が増大し、 CD69 + CD4 + T 細胞集団の増加
も確認された。コレカルシフェロールを投与したところ、 IgE やサイトカイン
産生には変化が見られなかったが、 CD69 + CD4 + T 細胞の減少を伴って下痢の発
症率が有意に低下した。この  CD69 + CD4 + T 細胞の消失効果を検討する目的で
抗 CD69抗体を投与したところ、下痢の発症率が有意に低下したことから、この
細胞集団が食物アレルギーの発症に関係することが示唆された。  
以上より、本研究では、コレカルシフェロールは食物アレルギーの症状軽減
に有用であり、 CD69 + CD4 + T 細胞の減少を伴っていることが明らかになった。 
